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地 域 に 根 ざ し た
み ん な の 大 事 な 場 所
「 中 小 路 小 学 校 」

共 に み ん な で 創 る が
「 合 ・ 言 ・ 葉 」

今年も楽しんだ ! 　

　 　 　 　 　 　 　 新 た な あ り が と う か ら生まれた ! !
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○授 業 支 援　---　２年生・３年生 /街探検、５年生 /手縫い　など
○特別活動支援　---　読み聞かせ、書写・書道、水泳見守り、自由研究、絵画　など
○学 校 支 援　---　花壇整備・防災教室・環境整備（校庭草刈り）・登下校の見守り、
　　　　　　　　　　　　郷土かるた大会の運営・青色パトロール　など
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　 今 年 度も学 校 運営協 議 会では、毎回の協 議におきまして学 校 運営に対して貴 重なご

意 見を述 べてくださりありがとうございました。　 それらの協 議を通して、昨 年 度よりス

タートした学 習支 援ボランティアを今 年 度はさらに充 実することができました。　 おか

げ さまで 学 習はもちろん 、その 他 の 体 験 活 動などにおいても児 童は貴 重な 体 験 をする

ことができました。

　 今 年 度はボランティアが 花 壇の整 備にも広 がり、児 童と共に活 動してくださり、大 変

助かりました。　 さらに、先日の「ありがとうの会 」には、たくさんの 地 域コミュニティの皆

様 が 参 加してくださりありがとうございました。　 児 童が 披 露しました踊りや 合 唱に温 か

いお 礼の言 葉を述 べてくださり、児 童たちも頑 張ってよかったと喜 んでおりました。　

児 童はあらためて地 域とのつながりを深 め 、皆 様 の言 葉にパワーをいただきました。

　 来 年 度も、学 校 運営協 議 会を通して、皆 様 のご 協力をいただけますよう、よろしくお

願いいたします。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　中小 路 小 学 校 　 校 長 　 齊 藤 貴司



い つも、ありがとう！
児童による「ありがとうの会」を開催しました

３月４日（火）＠中小路小体育館

入退場は児童たちがエスコート♪

メッセージ色紙をプレゼント♪ 花笠音頭、合唱を披露♪

　学校運営協議会が昨年から企画した「ありがとうの会」に、今年様々な企画に携わったコミュニティの皆さん
を招待しました。　参加者は昨年より増えて２３人、児童からの様々なプログラムに会場は笑顔が広がりました。
最後の挨拶では「50 年前に私も中小路小学校に通ってました！」「孫が今、中小路小学校に通っています！」な
どのコミュニティの皆さんの挨拶に児童もビックリしたり、「いつも挨拶してくれる人だ！」「花壇清掃したとき
のおじいさんだ！」と児童からも声が上がっていました。

令和６年度　学校運営協議会メンバー
会　長　中野三樹男　　校　長　齊藤貴司
副会長　吉野大輔・古河克己　
委　員　熊坂政弘・佐藤典子・神定祐亮
地域コーディネーター　草地学
[ 事務局 ]　教頭　町田浩美　教務主任　正木直美

令和６年度協議会日程
５月 22日 ( 水 )　第 1回協議会、11月 28 日 ( 木 )　第２回協議会、２月 26日 ( 水 )　第３回協議会

　この広報誌で「学校運営協議会」を初めて知った方も多いのではないだろうか。　学校は地域住民のオリジ
ンであり、みんなの大事な場所である。現在の社会変化の中、「学校の運営に地域がどのように支援していける
のか、どのように携わっていけるのか」を学校と地域で考える仕組みが学校運営協議会である。
　それはまさに地域親であり、地域の子どもを育てることである。　子どもたち、そして私たちが輝ける場所
を目指して今後も組織の活性化、みんなの笑顔が広がる場所を中小路小学校を創っていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日立市地域学校協働活動推進員 ( 中小路小学校担当 )　草地　学
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